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【動機】         

  お菓子を食べているときに、箱の切り込みが直線ではない事に気づき、どのような形が一番良いのか

疑問に思った。どのような形状の切り込みが開けやすいのかを追究することを目的に研究を行った。 

 

【方法】         

  切り込みの形状、角度、間隔、幅、固定位置、紙の厚み、開封方法の7項目について条件を変えて、

切り込みを自作した。明け口の部分にばねばかりを取り付け、一定の速さで切るように力をかけ、その大

きさを測定した。 

 

【結果】         

  店舗での陳列も含めて考えると、A「簡単に開く」B「きれいに開く」C「物を乗せたくらいでは開か

ない」ことを切り込みの条件として見出した。切り込みの形状や固定位置、紙の厚さは AC の条件に、折

れ線の角度や間隔、帯の幅、開封方向はBの条件に関わっている。 

 

【結論】         

  「幅２３mm、切り込みの長さ８mm、間隔４mm、ハの字型の形状で曲がった部分の角度が３５°、

その長さが３mm」の切り込みが、条件を満たす最良の形状であることがわかった。 

 

【展望】         

  小さい力で開封できるという視点から、小さい子供や高齢者、目の丌自由な方などが使いやすいユニ

バーサルデザインに配慮した切り込みの開発が期待できる。また、お菓子の箱以外の容器包装への応用も

考えられる。 

 


